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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 154,888 △14.8 1,550 59.3 1,009 76.8 484 77.4
21年3月期 181,874 △7.8 973 221.7 570 ― 273 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 6.37 ― 2.5 0.7 1.0
21年3月期 3.59 ― 1.3 0.4 0.5

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  3百万円 21年3月期  1百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 127,504 19,822 15.5 260.16
21年3月期 147,838 19,057 12.9 250.32

（参考） 自己資本   22年3月期  19,804百万円 21年3月期  19,057百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 △15,774 196 △2,416 24,766
21年3月期 14,088 3,397 △5,456 41,957

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ―

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ―

23年3月期 
（予想）

― ― ― 0.00 0.00 ―

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

51,100 △21.3 △1,150 ― △1,480 ― △1,700 ― △22.33

通期 147,500 △4.8 1,050 △32.3 500 △50.5 200 △58.7 2.63
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

〔(注)詳細は、13ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注)１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、15ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 77,386,293株 21年3月期 77,386,293株

② 期末自己株式数 22年3月期  1,262,018株 21年3月期  1,254,924株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 153,313 △15.2 1,457 53.0 911 66.0 279 78.5
21年3月期 180,882 △7.8 952 206.9 549 ― 156 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 3.67 ―

21年3月期 2.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 117,220 20,271 17.3 266.30
21年3月期 147,377 19,734 13.4 259.22

（参考） 自己資本 22年3月期  20,271百万円 21年3月期  19,734百万円

2.  23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる
可能性があります。  
 なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の3ページ「１ 経営成績」を参照してください。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

50,200 △22.1 △1,170 ― △1,500 ― △1,690 ― △22.20

通期 145,300 △5.2 1,000 △31.4 400 △56.1 150 △46.3 1.97
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

(1) 経営成績に関する分析

①当期の経営成績

で推移しました。

しい状況が続きました。

木15.7％であります。

(前連結会計年度比7.1％減)、その他事業が21億6千1百万円(前連結会計年度比74.7％増)であります。
　営業損益につきましては15億5千万円の利益(前連結会計年度比59.3％増)となりました。
　経常損益につきましては10億9百万円の利益(前連結会計年度比76.8％増)となりました。
  当期純損益につきましては4億8千4百万円の利益(前連結会計年度比77.4％増)となりました。

②次期の見通し

ついては多くを期待できないことから、建設業界は厳しい淘汰の時代が続くものと思われます。
　以上の情勢を勘案し、通期の業績予想は下記のとおりといたしました。

受注高  1,513億円 (建築　1,273億円、土木　240億円)

売上高  1,475億円 (建築  1,220億円、土木　235億円、その他　20億円)

純利益      2億円

(2) 財政状態に関する分析

(資産、負債及び純資産の状況に関する分析)

末より7億6千5百万円増加し、198億2千2百万円となりました。

当たり純資産については9円84銭増加し、260円16銭となりました。
　なお、当連結会計年度の連結キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フローに関する分析)

した。これは主に仕入債務の減少等があったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フローに関する分析)

これは主に有形固定資産の売却によるものであります。

１　経営成績

当連結会計年度におけるわが国の経済は、輸出が緩やかに増加し、鉱工業生産も増加を続けるなど
持ち直しの兆しが見え始めたものの、業況については依然として厳しい状況にあると判断している企
業が多く、雇用・所得環境についても失業率が高水準にあるなど改善が見られず、総じて厳しい状況

少などから厳しい状況が続くものと見られます。このように公共工事、民間工事共に仕事量の増加に

21.9％減)、土木工事が212億9千5百万円(前連結会計年度比19.7％減)で、その割合は建築84.3％、土

売上高につきましては、1,548億8千8百万円で前連結会計年度比14.8％の減少となりました。部門
別では建築工事が1,244億1千3百万円(前連結会計年度比17.1％減)、土木工事が283億1千3百万円

り、総資産が前年同期末より203億3千3百万円減少し、1,275億4百万円となりました。純資産につき

投資活動による資金の増加は1億9千6百万円(前年同期比32億1百万円の収入の減少)となりました。

その結果、当連結会計年度末の自己資本比率は前年同期末より2.6％増加し、15.5％となり、１株

営業活動による資金の減少は157億7千4百万円(前年同期比298億6千3百万円の支出の増加)となりま

ましては、当期純利益4億8千4百万円の計上及びその他有価証券評価差額金の増加により、前年同期

当連結会計年度における財政状態は、進行基準の全面適用に伴う未成工事支出金の減少が主因とな

このような状況のもと、当社グループの当連結会計年度の受注額は1,358億4千6百万円と前連結会
計年度比21.6％の減少となりました。部門別では建築工事が1,145億5千万円（前連結会計年度比

当社グループの主たる事業である建設業界におきましては、民間工事は企業の設備投資や住宅建設
は下げ止まりつつあるものの低調に推移し、公共工事も新政権の方針により補正予算の執行停止や事
業の見直しが行われ、長期的な公共投資の減少傾向にさらに拍車がかかるなど、依然として極めて厳

今後の建設市場の見通しといたしましては、公共工事は「コンクリートから人へ」の方針のもと国
の予算が昨年度に比べ大幅に削減され、また、地方公共団体も財政状況が厳しいため、工事の発注量
はさらに減少するものと考えられます。民間工事は住宅着工戸数に回復の兆しが見られ、企業収益の
改善から設備投資の持ち直しが期待されますが、所得環境の先行き不透明感や、少子高齢化・人口減
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

(財務活動によるキャッシュ・フローに関する分析)

た。これは主に長短借入金の返済によるものであります。

度末には247億6千6百万円(前年同期比41.0％の減少)となりました。

(参考)　キャッシュ・フロー関連指標の推移

％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％

年 年

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い
(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。
(注２) 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。
(注３) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。
(注４)

としています。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

を行うことを基本方針としております。

配当に寄与するものであります。

ながら配当を見送らせていただくことといたします。
　また、次期におきましても無配を計画しております。

なお、当連結会計年度におきましては、経営体質の強化、内部留保の充実等を図るため、誠に遺憾

有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象

時価ベースの自己資本比率

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率
インタレスト・カバレッジ・
レシオ

20.1

9.8

―24.9 ― ―

8.6

―

自己資本比率

2.54.9 ―

12.9 15.5

3.0 4.15.4

―

平成20年3月期 平成21年3月期

17.6 15.3 12.5

財務活動による資金の減少は24億1千6百万円(前年同期比30億4千万円の支出の減少)となりまし

以上の結果、当連結会計年度における現金及び現金同等物は、180億1千万円減少し、当連結会計年

内部留保資金につきましては、財務体質の強化および当社独自の新技術の開発への投資による競争
力の強化のために役立てることとしております。これは将来の利益に貢献し、かつ株主への安定的な

平成22年3月期

利益配分につきましては、株主への利益還元を最重要施策として考え、それを実現するため将来の
事業展開に必要な新技術を開発しつつ会社の競争力の維持強化に努め、業績に裏付けされた成果配分

平成18年3月期 平成19年3月期
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

事業の系統図は次のとおりであります。

ＰＦＩ事業

(ＰＦＩ事業)(注1)

 連結子会社

工事施工  工事施工 工事施工 ㈱城北シンフォニア(注2)

 保険業務  不動産事業 宇都宮郷の森斎場㈱(注2)

ビル管理業務 ㈱ひらかたシンフォニア(注3) ゴルフ場

 持分法適用関連会社 の経営

金沢宝町キャンパスサービス㈱

長泉ハイトラスト㈱

ＰＦＩ大野城宿舎㈱(注4)

工事施工

  不動産  工事施工

  賃貸  保険業務 　工事施工

 ビル管理業務

　非連結子会社  連結子会社  連結子会社

ｱｻﾇﾏ･ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･

　ﾘﾐﾃｯﾄﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

(注１) ＰＦＩ事業 ・・・

を活用して行う事業手法

(注２)

度から連結子会社に含めております。

(注３)

年度より連結子会社に含めております。

(注４)

より持分法適用関連会社に含めております。

シンフォニアの設立に伴い当連結グループにおけるＰＦＩ事業の重要性が増したため、当連結会計年

当社

建設、不動産関連事業

従来持分法適用の非連結子会社であった㈱城北シンフォニア及び宇都宮郷の森斎場㈱は、㈱ひらかた

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力

㈱ひらかたシンフォニアについては、当連結会計年度において新たに設立したことから、当連結会計

ＰＦＩ大野城宿舎㈱については、当連結会計年度において新たに設立したことから、当連結会計年度

２　企業集団の状況

建設関連事業 建設、その他事業 ゴルフ場の経営

淺沼建物㈱ ㈱奈良万葉カンツリ倶楽部

得　　　　　　意　　　　　　先　　(顧　　客)

その他事業
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

(1）会社の経営の基本方針

品位な環境を創造し提供していくことを事業の目的としております。

経営の基本方針としております。

(2）目標とする経営指標、中長期的な会社の経営戦略ならびに対処すべき課題

重要な変更がないため開示を省略します。
　なお、当該開示資料は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。　
　(当社ホームページ)

http://www.asanuma.co.jp/
　(東京証券取引所ホームページ(上場会社情報検索ページ))

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html

３　経営方針

時不況による不動産市況の低迷や設備投資の冷え込みから添付資料の2ページ(参考)個別業績の概要
２.２３年３月期の個別業績予想の数値に変更いたしました。基本方針、基本戦略の内容については

平成２０年５月１５日に開示した｢中期３ヶ年経営計画｣における業績目標につきましては、世界同

当社グループは、生活・産業基盤の整備を通じて国民生活の向上とわが国経済の発展に寄与すると
いう建設業の社会的使命を深く認識し、誠実で共感のもてる企業活動を通して良質な建設生産物と高

それらを実現していくために、技術開発の促進や施工精度の向上等により顧客満足度を高めるとと
もに、経営の合理化や財務体質の強化を促進し、健全で均衡のとれた企業として成長していくことを
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

〔連結財務諸表〕
　(1) 連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金預金 42,007 24,766

　　受取手形・完成工事未収入金等 47,859 61,000

　　未成工事支出金 32,878 16,127

　　その他のたな卸資産 1,355 1,220

　　繰延税金資産 1 0

　　その他 2,949 3,920

　　貸倒引当金 △ 460 △ 231

　　流動資産合計 126,590 106,805

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物・構築物 14,890 ※1 14,489

　　　　減価償却累計額 △ 9,590 △ 9,532

　　　　建物・構築物(純額) 5,300 4,957

　　　土地 6,452 ※1 6,393

　　　その他 4,024 3,911

　　　　減価償却累計額 △ 3,692 △ 3,594

　　　　その他(純額) 332 317

　　　有形固定資産合計 12,085 11,668

　　無形固定資産 565 539

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 ※1 5,804 ※1 6,223

　　　長期貸付金 ※1 767 ※1 404

　　　その他 2,098 2,094

　　　貸倒引当金 △ 74 △ 231

　　　投資その他の資産合計 8,596 8,491

　　固定資産合計 21,247 20,699

　資産合計 147,838 127,504

負債の部

　流動負債

　　支払手形・工事未払金等 35,686 26,882

　　短期借入金 30,860 ※2 29,925

　　未払金 19,090 12,380

　　未払法人税等 481 340

　　繰延税金負債 23 13

　　未成工事受入金 20,603 10,416

　　完成工事補償引当金 618 679

　　賞与引当金 275 328

　　工事損失引当金 918 405

　　その他 6,319 5,644

　　流動負債合計 114,877 87,018

　固定負債

　　長期借入金 3,925 ※2 10,357

　　繰延税金負債 1,489 1,634

　　退職給付引当金 7,165 7,687

　　その他 1,323 984

　　固定負債合計 13,903 20,663

　負債合計 128,781 107,682

４　連結財務諸表等
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

純資産の部

　株主資本

　　資本金 8,419 8,419

　　資本剰余金 4,641 4,641

　　利益剰余金 5,522 6,007

　　自己株式 △ 134 △ 134

　　株主資本合計 18,448 18,932

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 609 871

　　評価・換算差額等合計 609 871

　少数株主持分 ― 18

　純資産合計 19,057 19,822

負債純資産合計 147,838 127,504
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　(2) 連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

売上高
　完成工事高 180,637 152,726
　その他の事業売上高 1,236 2,161
　売上高合計 181,874 154,888
売上原価
　完成工事原価 172,196 144,486
　その他の事業売上原価 804 1,687
　売上原価合計 173,001 146,174
売上総利益
　完成工事総利益 8,440 8,240
　その他の事業総利益 432 473
　売上総利益合計 8,872 8,713
販売費及び一般管理費
　販売費 8 6
　一般管理費 7,890 7,156
　販売費及び一般管理費合計 7,899 7,162
営業利益 973 1,550
営業外収益
　受取利息 95 219
　受取配当金 202 90
　持分法による投資利益 1 3
　その他 73 34
　営業外収益合計 373 348
営業外費用
　支払利息 673 797
　支払保証料 22 29
　その他 80 63
　営業外費用合計 775 889
経常利益 570 1,009
特別利益
　前期損益修正益 100 ※1 284
　固定資産売却益 333 91
　投資有価証券売却益 1,329 ―
　その他 36 18
　特別利益合計 1,799 394
特別損失
　前期損益修正損 116 197
　固定資産売却損 0 0
　完成工事補修費 338 133
　投資有価証券評価損 294 4
　会員権及び入会金評価損 45 0
　貸倒引当金繰入額 217 157
　減損損失 0 1
　割増退職金 600 ―
　その他 132 97
　特別損失合計 1,745 591
税金等調整前当期純利益 624 812
法人税、住民税及び事業税 358 315
法人税等調整額 △ 7 △ 19
法人税等合計 350 296
少数株主利益 ― 31
当期純利益 273 484
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　(3) 連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

株主資本

　資本金

　　前期末残高 8,419 8,419

　　当期変動額

　　　当期変動額合計 ― ―

　　当期末残高 8,419 8,419

　資本剰余金

　　前期末残高 4,641 4,641

　　当期変動額

　　　自己株式の処分 △ 0 △ 0

　　　当期変動額合計 △ 0 △ 0

　　当期末残高 4,641 4,641

　利益剰余金

　　前期末残高 5,248 5,522

　　当期変動額

　　　当期純利益 273 484

　　　当期変動額合計 273 484

　　当期末残高 5,522 6,007

　自己株式

　　前期末残高 △ 133 △ 134

　　当期変動額

　　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　　自己株式の処分 0 0

　　　当期変動額合計 △ 1 △ 0

　　当期末残高 △ 134 △ 134

　株主資本合計

　　前期末残高 18,176 18,448

　　当期変動額

　　　当期純利益 273 484

　　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　　自己株式の処分 0 0

　　　当期変動額合計 272 484

　　当期末残高 18,448 18,932

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金

　　前期末残高 3,485 609

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,876 262

　　　当期変動額合計 △ 2,876 262

　　当期末残高 609 871

　評価・換算差額等合計

　　前期末残高 3,485 609

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,876 262

　　　当期変動額合計 △ 2,876 262

　　当期末残高 609 871

少数株主持分

　前期末残高 ― ―

　当期変動額

　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) ― 18

　　当期変動額合計 ― 18

　当期末残高 ― 18
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

純資産合計

　前期末残高 21,661 19,057

　当期変動額

　　当期純利益 273 484

　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　自己株式の処分 0 0

　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,876 281

　　当期変動額合計 △ 2,604 765

　当期末残高 19,057 19,822
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　(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 624 812

　減価償却費 543 542

　減損損失 0 1

　貸倒引当金の増減額（△は減少） 214 △ 71

　賞与引当金の増減額（△は減少） △ 172 53

　退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 521

　受取利息及び受取配当金 △ 298 △ 310

　支払利息 673 797

　為替差損益（△は益） 10 16

　投資有価証券売却損益（△は益） △ 1,329 △ 3

　投資有価証券評価損益（△は益） 294 4

　固定資産売却損益（△は益） △ 332 △ 90

　会員権評価損 45 0

　たな卸資産評価損 1 29

　売上債権の増減額（△は増加） 25,419 △ 4,676

　未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,911 16,751

　たな卸資産の増減額（△は増加） 135 105

　仕入債務の増減額（△は減少） △ 17,164 △ 10,294

　未成工事受入金の増減額（△は減少） △ 1,533 △ 10,187

　その他 5,609 △ 8,990

　小計 14,659 △ 14,989

　利息及び配当金の受取額 282 316

　利息の支払額 △ 700 △ 753

　法人税等の支払額 △ 152 △ 347

　営業活動によるキャッシュ・フロー 14,088 △ 15,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の純増減額（△は増加） 53 49

　有形固定資産の取得による支出 △ 69 △ 49

　有形固定資産の売却による収入 496 225

　無形固定資産の取得による支出 △ 193 △ 119

　投資有価証券の取得による支出 △ 2 △ 5

　投資有価証券の売却による収入 3,120 7

　貸付けによる支出 △ 43 △ 58

　貸付金の回収による収入 21 133

　その他 14 13

　投資活動によるキャッシュ・フロー 3,397 196

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額（△は減少） △ 3,960 △ 1,215

　長期借入れによる収入 ― 1,678

　長期借入金の返済による支出 △ 1,230 △ 2,534

　自己株式の純増減額（△は増加） △ 1 △ 0

　リース債務の返済による支出 △ 2 △ 10

　会員預り金の返還による支出 △ 262 △ 336

　株式の発行による収入 ― 2

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 5,456 △ 2,416

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 10 △ 16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,019 △ 18,010

現金及び現金同等物の期首残高 29,938 41,957

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ― 819

現金及び現金同等物の期末残高 41,957 24,766
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　(5) 継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。
　

　(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(連結の範囲に関する事項)

　当連結会計年度において㈱ひらかたシンフォニアを新たに設立し、連結子会社としております。

年度から連結子会社に含めております。
　
　(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(会計方針の変更)

(完成工事高及び完成工事原価の計上基準)

し、当連結会計年度に着手した工事契約から適用しております。

用しております。

常利益及び税金等調整前当期純利益が、それぞれ3億7千5百万円増加しております。

(8) 連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

入金の担保に供しております。  　ております。

　投資有価証券 百万円 　建物 百万円

　長期貸付金 　土地

　合計 　合計

 　連会社の借入金の担保に供しております。

　投資有価証券 百万円

　長期貸付金

　合計

額 百万円

(当該連結子会社の事業資産の額)(10,197)

偶発債務(保証債務)

　ております。

　　返済に対する保証

　　　㈱グランイーグル 百万円

らかたシンフォニアの設立に伴い当連結グループにおけるPFI事業の重要性が増したため、当連結会計

下記の連結会社以外の会社に対して保証を行っ

提出会社施工マンションの売買契約手付金の

50

911

2,861

49

169

219

を担保とするプロジェクトファイナンスローンの

9,598

｢工事契約に関する会計基準の適用指針｣(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用

また、平成21年3月31日以前に着手した工事契約のうち、長期大規模工事(工期1年超、かつ請負
金額10億円以上)については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を引き続き適

下記の資産は、ＰＦＩ事業を営む関係会社等の借 ※１

　３ 　３

1,950

このうちＰＦＩ事業を営む連結子会社の事業資産

46

475

521

(2)下記の資産は、ＰＦＩ事業を営む持分法適用関

※２

また、従来持分法適用の非連結子会社であった㈱城北シンフォニア及び宇都宮郷の森斎場㈱は、㈱ひ

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

これにより、従来の方法によった場合と比べ、完成工事高は95億1百万円増加し、営業利益、経

(1)下記の資産は、提出会社の借入金の担保に供し※１

当連結会計年度より｢工事契約に関する会計基準｣(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び
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(連結損益計算書関係)

す。

　割増退職金の未払金計上
　超過額

　工事未払金等計上超過額

　その他

　合計

(連結株主資本等変動計算書関係)

ないと考えられるため開示を省略します。

　(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

きくないと考えられるため開示を省略します。

　(セグメント情報)

　　【事業の種類別セグメント情報】

前連結会計年度(自平成20年４月１日　至平成21年３月31日)

ります。

当連結会計年度(自平成21年４月１日　至平成22年３月31日)

ります。

　　【所在地別セグメント情報】

前連結会計年度(自平成20年４月１日　至平成21年３月31日)

いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

当連結会計年度(自平成21年４月１日　至平成22年３月31日)

いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　　【海外売上高】

前連結会計年度(自平成20年４月１日　至平成21年３月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

当連結会計年度(自平成21年４月１日　至平成22年３月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大

連結株主資本等変動計算書に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きく

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める建設
事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める建設
事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

284

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

※１ 前期損益修正益の内訳は、次のとおりでありま

185 百万円

61

38
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　(開示の省略)

め開示を省略します。

　(１株当たり情報)

円 円

円 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　１株当たり純資産額 250.32 260.16

　１株当たり当期純利益 3.59 6.37

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

給付会計に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるた

普通株式の期中平均株式数(千株) 76,146 76,127

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 273 484

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

当期純利益(百万円) 273 484
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△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △ 9.3

17,599 12.3

計 181,793 100 100 164,913 100 100 16,880

143,393 78.9 125,793 76.3

18.6

計

官庁 38,400 21.1 39,120 23.7 719 1.9

民間

30,687 18.6 100 7,017計 37,705 20.7 100

13,442 43.8 2,840 17.4

6.8

土
木
工
事

官庁 21,421 56.8 17,245 56.2 4,176 19.5

民間

134,225 81.4 100 9,863

112,350 83.7 14,759 11.6
次

期

繰

越

工

事

高

民間 127,110 88.2

計 144,088 79.3 100

16,283 43.2

27,910 15.5

建
築
工
事

官庁 16,978 11.8 21,875 16.3 4,896 28.8

76.9 20,334 14.8

計 180,637 100 100 152,726 100 100

民間 137,792 76.3 117,458

2,158 7.1

計

官庁 42,844 23.7 35,268 23.1 7,576 17.7

100 28,313 18.5 100

11,494 40.6 3,559 23.6

25,751 17.1

土
木
工
事

官庁 15,418 50.6 16,818 59.4 1,400 9.1

85.2 16,774 13.7

計 150,165 83.1 100 124,413 81.5 100

完

成

工

事

高

民間 122,738 81.7

民間 15,053 49.4

計 30,471 16.9

21.6

建
築
工
事

官庁 27,426 18.3 18,449 14.8 8,977 32.7

105,964

44,723 30.9

計 173,241 100 100 135,846 100 100 37,394

144,582 83.5 99,858 73.5

19.7

計

官庁 28,658 16.5 35,988 26.5 7,329 25.6

民間

21,295 15.7 100 5,216

1,963 13.4

民間 8,653 40.6 3,252 27.3

12,642 59.4土
木
工
事

官庁 14,606 55.1

計 26,512 15.3 100

11,905 44.9

31.3

114,550 84.3 100 32,178 21.9

91,204 79.6

66.1
受

注

工

事

高

民間 132,676 90.4

計 146,729 84.7 100

41,471

23,345 20.4

金額(百万円)

9,293

金額(百万円)

建
築
工
事

官庁 14,052 9.6

５　受注工事高、完成工事高及び次期繰越工事高　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)
比較増減

比率(％)構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

(1) 貸借対照表

（単位：百万円）

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

資産の部
　流動資産
　　現金預金 41,639 24,163
　　受取手形 6,985 3,531
　　完成工事未収入金 40,822 47,498
　　販売用不動産 1,194 1,165
　　未成工事支出金 32,877 16,123
　　材料貯蔵品 156 53
　　前払費用 8 15
　　未収入金 2,356 2,668
　　その他 616 1,246
　　貸倒引当金 △ 460 △ 231
　　流動資産合計 126,197 96,234
　固定資産
　　有形固定資産
　　　建物 13,039 12,638
　　　　減価償却累計額 △ 8,077 △ 7,987
　　　　建物(純額) 4,962 4,651
　　　構築物 688 686
　　　　減価償却累計額 △ 558 △ 570
　　　　構築物(純額) 130 116
　　　機械及び装置 2,115 1,979
　　　　減価償却累計額 △ 2,024 △ 1,920
　　　　機械及び装置(純額) 90 59
　　　車両運搬具 125 113
　　　　減価償却累計額 △ 114 △ 105
　　　　車両運搬具(純額) 11 7
　　　工具器具・備品 1,575 1,568
　　　　減価償却累計額 △ 1,396 △ 1,390
　　　　工具器具・備品(純額) 179 177
　　　土地 5,876 5,817
　　　リース資産 3 3
　　　　減価償却累計額 △ 0 △ 1
　　　　リース資産(純額) 3 2
　　　有形固定資産合計 11,253 10,833
　　無形固定資産
　　　特許権 17 10
　　　借地権 44 44
　　　ソフトウエア 284 421
　　　ソフトウエア仮勘定 158 5
　　　その他 56 54
　　　無形固定資産合計 563 537
　　投資その他の資産
　　　投資有価証券 5,723 6,130
　　　関係会社株式 107 118
　　　長期貸付金 284 233
　　　関係会社長期貸付金 2,106 2,372
　　　破産債権、更生債権等 0 0
　　　長期前払費用 7 9
　　　会員権及び入会金 489 484
　　　その他 1,618 1,548
　　　貸倒引当金 △ 974 △ 1,281
　　　投資その他の資産合計 9,363 9,614
　　固定資産合計 21,180 20,985
　資産合計 147,377 117,220

６　個別財務諸表
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

（単位：百万円）

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

負債の部
　流動負債
　　支払手形 5,009 3,344
　　工事未払金 30,605 23,336
　　短期借入金 30,860 28,984
　　未払金 19,091 12,380
　　未払費用 1,427 896
　　未払法人税等 479 332
　　繰延税金負債 23 13
　　未成工事受入金 20,603 10,408
　　預り金 3,054 3,204
　　仮受消費税等 1,784 1,409
　　完成工事補償引当金 618 679
　　賞与引当金 268 322
　　工事損失引当金 918 405
　　その他 0 0
　　流動負債合計 114,744 85,718
　固定負債
　　長期借入金 3,925 1,620
　　繰延税金負債 1,536 1,678
　　退職給付引当金 7,114 7,639
　　その他 323 291
　　固定負債合計 12,899 11,230
　負債合計 127,643 96,948
純資産の部
　株主資本
　　資本金 8,419 8,419
　　資本剰余金
　　　資本準備金 4,639 4,639
　　　その他資本剰余金 1 1
　　　資本剰余金合計 4,641 4,641
　　利益剰余金
　　　利益準備金 2,104 2,104
　　　その他利益剰余金
　　　　固定資産圧縮積立金 1,733 1,716
　　　　別途積立金 2,000 2,000
　　　　繰越利益剰余金 362 658
　　　利益剰余金合計 6,200 6,479
　　自己株式 △ 134 △ 134
　　株主資本合計 19,126 19,405
　評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金 608 866
　　評価・換算差額等合計 608 866
　純資産合計 19,734 20,271
負債純資産合計 147,377 117,220
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

(2) 損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

売上高

　完成工事高 180,431 152,546

　不動産事業売上高 450 766

　売上高合計 180,882 153,313

売上原価

　完成工事原価 172,012 144,327

　不動産事業売上原価 290 631

　売上原価合計 172,302 144,959

売上総利益

　完成工事総利益 8,419 8,218

　不動産事業総利益 160 134

　売上総利益合計 8,579 8,353

販売費及び一般管理費 7,627 6,896

営業利益 952 1,457

営業外収益

　受取利息 94 35

　有価証券利息 0 0

　受取配当金 204 92

　その他 72 38

　営業外収益合計 372 166

営業外費用

　支払利息 673 620

　支払保証料 22 29

　その他 80 62

　営業外費用合計 775 712

経常利益 549 911

特別利益

　前期損益修正益 99 284

　固定資産売却益 333 91

　投資有価証券売却益 1,329 ―

　その他 36 17

　特別利益合計 1,798 393

特別損失

　前期損益修正損 116 197

　固定資産売却損 0 0

　固定資産除却損 7 3

　完成工事補修費 338 133

　投資有価証券評価損 294 4

　会員権及び入会金評価損 45 0

　貸倒引当金繰入額 317 307

　減損損失 0 1

　割増退職金 600 ―

　その他 123 93

　特別損失合計 1,845 740

税引前当期純利益 502 564

法人税、住民税及び事業税 354 306

法人税等調整額 △ 8 △ 20

法人税等合計 345 285

当期純利益 156 279
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

　(3) 株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

前事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

株主資本

　資本金

　　前期末残高 8,419 8,419

　　当期変動額

　　　当期変動額合計 ― ―

　　当期末残高 8,419 8,419

　資本剰余金

　　資本準備金

　　　前期末残高 4,639 4,639

　　　当期変動額

　　　　当期変動額合計 ― ―

　　　当期末残高 4,639 4,639

　　その他資本剰余金

　　　前期末残高 1 1

　　　当期変動額

　　　　自己株式の処分 △ 0 △ 0

　　　　当期変動額合計 △ 0 △ 0

　　　当期末残高 1 1

　　資本剰余金合計

　　　前期末残高 4,641 4,641

　　　当期変動額

　　　　自己株式の処分 △ 0 △ 0

　　　　当期変動額合計 △ 0 △ 0

　　　当期末残高 4,641 4,641

　利益剰余金

　　利益準備金

　　　前期末残高 2,104 2,104

　　　当期変動額

　　　　当期変動額合計 ― ―

　　　当期末残高 2,104 2,104

　　その他利益剰余金

　　　固定資産圧縮積立金

　　　　前期末残高 1,750 1,733

　　　　当期変動額

　　　　　固定資産圧縮積立金の取崩 △ 17 △ 16

　　　　　当期変動額合計 △ 17 △ 16

　　　　当期末残高 1,733 1,716

　　　別途積立金

　　　　前期末残高 4,006 2,000

　　　　当期変動額

　　　　　別途積立金の取崩 △ 2,006 ―

　　　　　当期変動額合計 △ 2,006 ―

　　　　当期末残高 2,000 2,000

　　　繰越利益剰余金

　　　　前期末残高 △ 1,818 362

　　　　当期変動額

　　　　　固定資産圧縮積立金の取崩 17 16

　　　　　別途積立金の取崩 2,006 ―

　　　　　当期純利益 156 279

　　　　　当期変動額合計 2,180 296

　　　　当期末残高 362 658
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

（単位：百万円）

前事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)

　　利益剰余金合計

　　　前期末残高 6,043 6,200

　　　当期変動額

　　　　固定資産圧縮積立金の取崩 ― ―

　　　　別途積立金の取崩 ― ―

　　　　当期純利益 156 279

　　　　当期変動額合計 156 279

　　　当期末残高 6,200 6,479

　自己株式

　　前期末残高 △ 133 △ 134

　　当期変動額

　　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　　自己株式の処分 0 0

　　　当期変動額合計 △ 1 △ 0

　　当期末残高 △ 134 △ 134

　株主資本合計

　　前期末残高 18,971 19,126

　　当期変動額

　　　当期純利益 156 279

　　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　　自己株式の処分 0 0

　　　当期変動額合計 155 278

　　当期末残高 19,126 19,405

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金

　　前期末残高 3,478 608

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,870 258

　　　当期変動額合計 △ 2,870 258

　　当期末残高 608 866

　評価・換算差額等合計

　　前期末残高 3,478 608

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,870 258

　　　当期変動額合計 △ 2,870 258

　　当期末残高 608 866

純資産合計

　前期末残高 22,450 19,734

　当期変動額

　　当期純利益 156 279

　　自己株式の取得 △ 1 △ 0

　　自己株式の処分 0 0

　　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △ 2,870 258

　　当期変動額合計 △ 2,715 537

　当期末残高 19,734 20,271

　(4) 継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。
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㈱淺沼組(1852) 平成22年3月期決算短信

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

７　受注工事高、完成工事高及び次期繰越工事高　

前事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日

　至 平成22年３月31日)
比較増減

比率(％)構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

建
築
工
事

官庁 14,052 9.6 23,345 20.4

金額(百万円)

9,293

金額(百万円)

66.1
受

注

工

事

高

民間 132,477 90.4

計 146,530 84.7 100

41,489 31.3

114,334 84.3 100 32,196 22.0

90,988 79.6

土
木
工
事

官庁 14,606 55.1

計 26,512 15.3 100

11,905 44.9

1,963 13.4

民間 8,653 40.6 3,252 27.3

12,642 59.4

21,295 15.7 100 5,216 19.7

計

官庁 28,658 16.6 35,988 26.5 7,329 25.6

民間 144,383 83.4 99,641 73.5 44,741 31.0

計 173,042 100 100 135,630 100 100 37,412 21.6

建
築
工
事

官庁 27,426 18.3 18,449 14.9 8,977 32.7

105,784
完

成

工

事

高

民間 122,533 81.7

民間 15,053 49.4

計 30,471 16.9

85.1 16,749 13.7

計 149,960 83.1 100 124,233 81.4 100 25,726 17.2

土
木
工
事

官庁 15,418 50.6 16,818 59.4 1,400 9.1

11,494 40.6 3,559 23.6

100 28,313 18.6 100 2,158 7.1

計

官庁 42,844 23.7 35,268 23.1 7,576 17.7

民間 137,587 76.3 117,278 76.9 20,308 14.8

計 180,431 100 100 152,546 100 100 27,884 15.5

建
築
工
事

官庁 16,978 11.8 21,875 16.3 4,896 28.8
次

期

繰

越

工

事

高

民間 127,090 88.2

計 144,068 79.3 100

16,283 43.2

112,294 83.7 14,796 11.6

134,169 81.4 100 9,899 6.9

土
木
工
事

官庁 21,421 56.8 17,245 56.2 4,176 19.5

民間 13,442 43.8 2,840 17.4

計 37,705 20.7 100 30,687 18.6 100 7,017 18.6

計

官庁 38,400 21.1 39,120 23.7 719 1.9

民間

16,916

143,373 78.9 125,736 76.3

9.3

17,636 12.3

計 181,773 100 100 164,857 100 100
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